
 

 

北海道の図書館 －令和６年４月１日現在－ 

調査票記入要領 

      （公立図書館） 

１ 本調査 

公益社団法人日本図書館協会から令和６年４月１日付けで依頼のあった「公共図書館調査」において

提出された回答内容を本調査に使用します。 

各図書館の回答内容については、北海道立図書館がとりまとめの際に作成した控えを使用しますので、

提出する必要はありません。回答済の内容に変更のある場合は、貴館において保管されている控えに変

更内容を見え消しにより記入の上、写しを期日までに送付願います。 

 

２ 付帯調査 

「公共図書館調査」に未掲載の調査項目について、別添の「付帯調査票」（Excelファイル）により回

答願います。 

なお、集計の関係から、ファイル名を【市町村名】部分のみ【○○町】【○○町分館】など回答市町村

名に変更し、他の部分は追加や変更をせずに送付くださいますよう、お願いします。 

 

（１）共通事項 

ア 回答シートは１枚です。必ず前年度の回答※を参照くださいますようお願いします。 

イ セル・行の増減など書式変更はせず、色つきセルへ入力願います。 

ウ 数値が０（ゼロ）の場合は「０（ゼロ）」、不明（統計なし）の場合は、「‐（ハイフン）」を

記入願います。 

エ 自治体内に所在する全ての施設（ただし、条例設置の図書館のみ）について作成いただき、 

分館等複数ある場合は、ファイルをコピーの上、それぞれについて作成願います。 

   ※ 前年度の回答については、当館ホームページ＞北海道図書館振興協議会＞刊行物＞北海道の図書館＞  

北海道の図書館令和５年４月１日現在 ＞ 

(4) 利用状況（資料費・蔵書関係・利用状況） から御確認いただけます。 
 

（２）地域資料 ※ 令和３年度まで「郷土・行政資料」と表記していたものを「地域資料」に改めています。 

令和６年３月31日現在の数値を記入してください。 

地域資料の蔵書冊数・・・ 蔵書総数のうち、地域（郷土・行政）資料の冊数 
 

（３）図書館システム  ※ 令和６年４月１日現在の状況を選択してください。 

ア ＯＰＡＣ（蔵書目録）の公開・・・ホームページ＊で蔵書を公開している場合は「○」を、未公開

の場合は「×」を、公開する予定がある場合は「予定」を選択 

＊ 図書館（室）単独のホームページのほか、自治体のホームページで公開している場合も含みます。 

イ 導入しているシステム・・・次の該当する企業を選択してください。 

・美唄未来開発センター → Ｂ     ・富士通 → Ｆ        ・キハラ → Ｋ 

・三菱 → Ｍ                   ・ＮＥＣ → ＮＥ      ・ＮＴＴデータ → ＮＴ    

・ソフテック → Ｓ                ・ オリジナル → Ｏ   ・その他の企業 → Ｘ  

ウ 学校図書館とのシステム連携・・・図書館システムが学校図書館システムと連携している場合は  

                  「○」を選択 

エ 電子図書館の導入・・・電子図書館を導入している場合は「○」、していない場合は「×」、予定し

ている場合は「予定」を選択  

オ 読書通帳機の導入・・・読書通帳機を導入している場合は「○」、していない場合は「×」、  



 

 

             予定している場合は「予定」を選択 

  カ 電算化していない・・・図書館資料の管理や貸出・返却業務等を電算化していない場合は「○」 

を選択 

 
   

（２） 宅配サービス ※ 令和６年４月１日現在の状況をプルダウンにより選択してください。 

ア サービスの申込み方法・・・「来館」「非来館（電話、FAX、インターネット等）」「不問」のいずれ

かを選択 

イ サービスの対象の特定・・・高齢者、障がい者等、サービス対象を特定している場合は「有」、 

対象を特定せず、希望する方すべてにサービスを実施している場合は

「無」を選択 

ウ 宅配の配送者・・・「職員（非常勤を含む）」「ボランティア」「民間企業」「その他」のいずれ 

かを選択 

  エ サービスの費用負担・・・利用者が負担する場合は「有償」、負担しない場合は「無償」のいず

れかを選択 

オ ウで「その他」を選択した場合の具体記入（自由記述） 

              ・・・ウで「その他」を選択した場合、内容を記入してください。 

カ サービスは実施していない・・・宅配サービスを実施していない場合は「○」を選択 

 
 

（３）障がい者サービス ※ 令和６年４月１日現在の状況をプルダウンにより選択してください。 

  ア 資料収集・・・・・・・障がい者向けの資料の所蔵がある場合は「○」を選択 

              （具体例：4-2「資料収集」で選択肢となっている資料等） 

  イ 施設等への貸出・・・・障がい者施設への貸出を実施している場合は「○」を選択（特別支援学

校、障がい者支援施設） 

  ウ イベント等の開催・・・イベント開催時の合理的配慮をしている場合は「○」を選択 

               （具体例：手話通訳、字幕付き映画の上映、スロープの設置等） 

エ 宅配サービスの実施・・・・・障がい者向けに宅配サービスを実施している場合は「○」 

 

オ 施設・設備・・・・・・・・・障がい者に配慮した環境整備を行っている場合は「○」を選択 

 

カ その他サービス・・・・・・・上記以外に障がい者向けのサービスを実施している場合は「○」

を選択 

キ カ「その他」を選択した場合の具体記入（自由記述） 

・・・・・・・「カ その他サービス」を選択した場合、内容を記入してください。 

 

ク サービスは実施していない・・・障がい者向けのサービスを実施していない場合は「○」を選択 

 

（４）資料収集  

 「４－１障がい者サービス」の「ア 資料収集」に「○」と回答した場合は、令和６年４月１日現在の状況をプルダウンによ

り選択してください。 

ア 点字図書・・・・・・点字図書、点図絵本、点図つき図書の所蔵がある場合は「○」を選択 

             

イ 拡大図書・・・・・・拡大図書、大活字本の所蔵がある場合は「○」を選択 

 



 

 

ウ 音声図書・・・・・・音声図書、録音図書、DAISY図書を所蔵する場合は「○」を選択 

            ただし、音楽CDは除くこと 

エ 電磁的記録（電子媒体）による図書 

・・・・・電磁的記録（電子媒体）による図書、電子書籍、マルチメディアDAISYを 

所蔵する場合は「○」 

オ その他資料・・・・・・・上記以外に障がい者向け資料を所蔵している場合は「○」を選択 

 

カ オ その他資料を選択した場合の具体記入（自由記述） 

・・・・・「オ その他資料」を選択した場合、内容を記入してください。 

 

 


